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基本方針に基づ 

いた運営に、ご理解 

ご協力をお願いいた 

します。 

 

山口市では、高齢者の自立支援、重度化防止や生活の質（ＱＯＬ）の向上に資することを

目的として、ケアマネジメントのあり方を保険者と介護支援専門員及び地域包括支援センタ

ー職員で共有するとともに、ケアマネジメントの質を向上させることで、より良い介護保険

制度の運営を目指すため、次のとおり基本方針を定めます。 

 

 

 

１．居宅介護支援の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

山口市のケアマネジメントに関する基本方針 

① 利用者が要介護状態となった場合においても、可能な限りその居宅において、その

有する能力に応じ、自立した日常生活を営むことができるよう配慮して行います。 

② 利用者の心身の状況やその置かれている環境等に応じて、利用者の選択に基づき、

適切な保健医療サービスが、インフォーマルサービスを含む多様な事業者から総

合的かつ効率的に提供されるよう配慮して行います。 

③ 利用者の意思や人格を尊重し、サービスの種類や事業者が不当に偏らないよう、公

正中立な立場でケアマネジメントします。 

④ 事業の運営に当たっては、市町村、地域包括支援センター、他の居宅介護支援事業

者、介護保険施設との連携に努めます。 

⑤ 要介護状態の軽減又は悪化の防止のため、医療サービスとの連携に十分配慮して

行います。 

⑥ 自らケアマネジメントの質の評価を行い、常にその改善を図ります。 

添付資料② 



 

２．介護予防支援の基本方針 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口市介護保険課 

山口市高齢福祉課 

① 利用者が尊厳を保持し、可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ、自

立した日常生活を営むことができるよう配慮して行います。 

② 利用者が、自ら介護予防や健康の維持・増進に向けた取り組みを行い、要介護状態

になることをできる限り防ぐ(遅らせる)、または、要支援・要介護状態になっても

その悪化をできる限り防げるよう配慮して行います。 

③ 利用者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、利用者の選択に基づき、

適切な保健医療サービス及び福祉サービス、権利擁護が、インフォーマルサービス

を含む多様な事業者から総合的かつ効率的に提供されるよう配慮して行います。 

④ 利用者の自立支援につながるよう、心身機能の改善だけでなく、地域の中で生きが

いや役割をもって生活ができるような居場所に通い続けるなど「心身機能」「活動」

「参加」にバランスよいアプローチを配慮して行います。 

⑤ 介護予防の効果を最大限に発揮し、利用者が生活機能の改善を実現するための適

切なサービスを選択できるよう、目的志向型の介護予防サービス計画の作成を配

慮して行います。 

⑥ 利用者の意思及び人格を尊重し、サービスの種類や事業者が不当に偏らないよう、

公正中立な立場でケアマネジメントします。 

⑦ 事業の運営にあたっては、市町村、地域包括支援センター、他の居宅介護支援事業

者、介護保険施設、住民による自発的な活動等との連携に努めます。 

⑧ 自らその提供する指定介護予防支援の質の評価を行い、常にその改善を図ります。 


